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先週「前期中間テスト」が行われ、各学年とも真剣にテスト問題を解

く姿が見受けられました。１年生は初めての定期テストでしたが、小学

校のテストと比べて「雰囲気に緊張した」「問題数が多く難しかった」な

どと戸惑いながらも一生懸命に取り組んでいました。

もうすでにテスト解説が各教科の授業で行われていますので、正解で

きなかった問題について各自で詳細に分析し、家庭学習（一人勉強）で

間違い直しを確実に行う必要があります。２、３年生は、今後、積極的に授業の予習を増やすなど、

家庭学習の取組をさらに改善してほしいと思います。

また、１年生の学習記録（計画表）を見ると、テスト前日の学習時間が急激に増えている生徒が

多くいました。他の学年も同じ傾向だと思います。テスト部休期間のメディア利用なども振り返り、

家庭学習の習慣を改善できますように各家庭でのご指導もお願いいたします。

小中合同避難訓練 地震想定 日本海中部地震から４０年 東日本大震災から１２年

６/５（月）の３校時に鳥海小学校と合同で避難訓練を行いました。小学生も中学生も落ち着いた

態度で避難行動をとることができました。今回は、揺れがおさまってから慌てないで避難すること

が大事でしたが、海の近くにいる場合は高台に避難する必要もあります。火災が発生したときには

有毒ガスを吸わないように避難することも命を守るポイントとなります。

鳥海中校舎１階の非常口は、体育館内に３カ所、体育館玄関、音楽室前の計５カ所です。生徒玄

関は非常口にはなっておらず、地震発生時にガラスの破損が予想され、火災発生時には防火シャッ

ターで遮断されますので、大きな災害時に避難経路として通行できないかもしれません。また、非

常口以外の、１階の渡り廊下、技術室、音楽室など、安全に外へ避難できそうな出入口や冬の積雪

時に外への避難が可能な出入口を知っておく必要もあります。

生徒のみなさんが、今後、全く災害に遭わずに過ごしていくことはないと思います。万が一の時

に備え、学校や家庭で学んで得た知識などをもとに、自分の命を自分で守る方法を身につけてほし

いと切に願います。そのことが、他の人の命を守ることにもつながるはずです。
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［防火シャッター・避難扉］

・鳥海中校舎内には至る所に防火シャッターが設置されています。

・防火シャッターが降りてしまってから避難しようとするときには、

避難扉を通ることができます。

・鳥海中では保健室のそばなどにあります。

［防火戸・くぐり戸］

・火災が発生した際には、延焼を防ぐために自動で「防火戸」が作動し

ます。

・防火戸には「くぐり戸」が付いていますので、防火戸が閉まった後に

避難する場合はくぐり戸を通ることができます。

・鳥海中では体育館への渡り廊下付近などにあります。


